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伊佐市の
財政状況

　　市    税
30億 9,000 万円　17％

  地方譲与税
１億5,000万円　１％

県支出金
18億 1,000 万円

　10％

国庫支出金
23億 9,000 万円

　13％

市    債
18億 9,000万円

　10％

地方交付税
59億 8,000 万円　33％

※金額及び比率は四捨五入し、わかり
　やすく表記してあります。

分担金及び負担金
1億 8,000 万円　１％

寄附金　   
１億円　１％

諸収入
３億4,000 万円　２％

使用料及び手数料
2億 2,000 万円　１％

繰入金　
８億円　４％

財産収入
9,000 万円　１％

繰越金　5億 3,000 万円　3％

自主財源
30％

依存財源
70％ ｛

交付金等
5億円　３％

歳入

歳入　180 億 7,580 万円

用語の説明

自 主 財 源　地方公共団体が自主的に収入できる財源。
依 存 財 源　国や県から定められた額を交付される財源。
地方交付税　所得税や法人税などの国税の一部を、地方自治体間にある財源の不均
　　　　　　衡を調整し、国民が受ける基本的な行政サービスが住む場所によって
　　　　　　差のないようにするため、地方公共団体の財政状況に応じて交付され
　　　　　　るお金。国から地方への「仕送り」といわれている。
市 　 　 債　財源不足を補うため、国・県や民間の金融機関から借りるお金。
国庫・県支出金　市が行う特定の事務や事業に対して、必要な費用の財源として国・県
　　　　　　から交付されるお金。
実 質 収 支　単年度の収入と支出の差額から、翌年度に繰り越すことが決まってい
　　　　　　る財源を差し引いたもの。
実質単年度収支　財政調整基金（将来に備える貯金）の増減を見る指標。

F i n a n c i a l 　 C o n d i t i o n s

　平成 28 年度の一般会計決算を、平成 29 年
９月定例議会に提出しました。
　一般会計の決算の規模は、歳入 180 億 7,580
万円、歳出 174 億 8,576 万円となっています。
歳入と歳出の差し引き額は、５億 9,004 万円で
す。これには、翌年度に繰り越すべき財源の
２億 7,978 万円が含まれていますので、これを
除いた実質収支は、３億 1,026 万円の黒字でし
た。しかしながら実質単年度収支は、合併後は
じめて 5 億 8,734 万円の赤字に転じました。
　今後も財政調整基金に依存しない健全な財政
運営に努めていきます。

平成 28 年度決算 一般会計
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民生費
57億 4,000 万円

　33％

総務費
27億円
　15％

労働費　4,000 万円　０％
商工費　１億 9,000 万円　１％

災害復旧費　１億5,000 万円　１％
議会費　１億4,000 万円　１％

農林水産業費
15億 3,000 万円

９％

土木費
13億 2,000 万円

８％

    消防費
５億9,000 万円　３％

公債費
15億 9,000 万円

　９％

衛生費
23億 7,000 万円

　14％

義務的経費
45％

その他の
経費
38％

投資的経費
17％

教育費
11億 2,000 万円

６％

※金額及び比率は四捨五入し、わかり
　やすく表記してあります。

普通建設事業費 　    29 億    3,000 万円

災害復旧事業費 　   　　   9,000 万円

合　　計 　 30 億 2,000 万円

生活支援経費 　 39 億 3,000 万円

人件費 　 22 億 8,000 万円

借金返済 　 15 億 9,000 万円

合　計 　    　　　　 78 億 円

歳出

歳出　174 億 8,576 万円

義務的経費　市の借金や人件費・扶助費
　　　　　　（生活支援経費）など、支
　　　　　　出しなければならない経費。
投資的経費　道路建設などのように、社
　　　　　　会資本の形成に向けられる
　　　　　　経費。
公 債 費　これまで借り入れた市債な
　　　　　　どの返済に係る経費（借金
　　　　　　返済）。

用語の説明医療会計等への繰出金 　    17 億 9,000 万円 

物件費   　　　　        17 億円

一部事務組合（未来館等）        10 億 9,000 万円

積立金 　     ９億 9,000 万円

補助費等 　     ８億 9,000 万円

維持補修費 　　　　　       １億円

出資金・貸付金 　　　          9,000 万円

合　　計         66 億 5,000 万円

民生費 総務費 衛生費

公債費 農林水産業費 土木費

教育費 消防費 商工費

災害復旧費 議会費 労働費

57,117 円

213,957 円

49,065 円

100,679 円

41,799 円 7,135 円

5,438 円 5,397 円 1,434 円

88,196 円

21,949 円

59,170 円

のサービス内訳

市民一人あたり

（総額 : 651,336 円）

基準 Ｈ 29.03.31 時点の
26,846 人で算定
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み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
　
違
い
を
認
め
合
う
心
～

問い合わせ先
市民課人権啓発・市民相談係　☎㉓１３１１

人
権
週
間

♥
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

♥
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

♥
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

♥
障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

♥
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

♥
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

♥
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

♥
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

♥
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

♥
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

♥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

♥
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

♥
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

♥
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

♥
性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

♥
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

♥
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

啓
発
活
動
重
点
目
標

重
点
事
項

♥第　 回69

12
月
４
日
　
～
10
日

月

日

　
　
　
　
　

Human  Rights  Day

12.10
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「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権
と

自
由
を
遵
守
し
確
保
す
る
た
め
に
、
世
界
中

の
人
々
と
国
々
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準

と
し
て
、
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月

10
日
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
、
今
年
で
69
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
を
記
念
し

て
、
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
（H

um
an 

Rights D
ay

）」
と
定
め
、
加
盟
国
に
対
し

人
権
擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
行
事
を

実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
12
月
４
日

～
10
日
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
広
く
国
民
に
呼
び

　親子、夫婦、扶養、相続の問題、借
地・借家問題、近隣トラブル、公害、
差別・いじめなどの問題でお困りの人
は、お気軽にご相談ください。相談は
無料で、秘密は厳守します。
　なお、法務局と人権擁護委員は人権
週間以外も相談に応じています。詳し
くは、市民課人権啓発・市民相談係ま
でお問い合わせください。

　小・中学生を対象とした人権作文コ
ンテストの表彰式と朗読会を行います。
入場は無料です。
　蒲生郷大楠少年太鼓による演奏や、
コントあおぞらによる人権啓発講演が
行われます。

「人権の花運動」
人権の花であるヒマワリ
を児童たちが協力し合っ
て育てることで、思いや
りの心を育む取組み。

（平成 29 年度：本城小学校）

「人権を考える市民のつどい」
人権同和問題の講演会や人権作文コンテストで
優秀賞作品に選ばれた市内の児童・生徒の朗読。

開始式の集合写真

オープニングの様子

特設人権相談所開設

人権作文フォーラム

相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
法
律
で
す
。

　

6
月
に
「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当

な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対

策
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
特
定
の
人
種
や
民
族
へ
の

差
別
を
あ
お
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
表

現
）の
抑
止
・
解
消
を
目
的
と
し
た
法
律
で
す
。

　

12
月
に
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」（
部
落
差
別
解
消
推
進
法
）
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
の

っ
と
り
、
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、
差

別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
法
律
で
す
。

　

69
回
目
の
人
権
週
間

か
け
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

各
市
町
村
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
権
擁
護
委
員
（
伊

佐
市
は
７
人
）
が
配
置
さ
れ
、
地
域
の
相
談

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
人
権
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

▶ 時　間　10 時～ 15 時

▶ 12 月５日  火　まごし館

▶ 12 月７日  木　大口元気こころ館

▶ 場　所　蒲生公民館

▶ 12 月 10 日  日　９時30分～12時30分

（姶良市蒲生町白男 347 番地）

　

昨
年
は
、
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
法

律
が
制
定
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
に
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
障
害
者
差
別

解
消
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
全
て
の
国
民
が
障
が
い
の

有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

　

差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

　

人
権
と
は
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て

い
る
基
本
的
な
自
由
と
権
利
で
あ
る
と
と
も

に
、
全
て
の
人
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
た
め

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

現
在
だ
け
で
な
く
将
来
に
わ
た
っ
て
保
障
さ

れ
る
べ
き
権
利
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
7
月
に
「
伊
佐
市
人

権
尊
重
の
ま
ち
宣
言
」
を
制
定
し
、「
人
権

を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
あ
ら
ゆ
る「
人
権
」

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
差
別
や
偏
見
の

な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
。
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申込・問い合わせ先　文化スポーツ課 文化係　☎㉖１５７８

コーラス さざんか

コーラス ブルースカイ

大口明光学園 合唱部

楠声会合唱団（鹿児島大学男声合唱団フロイデ・コール OB）

今年の種まきコンサートは、「合唱」です。
合唱によるハーモニーの響きをお楽しみください！

いさのおんがくたいプレゼンツ

　鹿児島大学男声合唱団フロイデ・コールのOBで組織する
男声合唱団。
　40 歳～ 80 歳代の会員で平均年齢は 70 歳を超えるが、合
唱にかける情熱は冷めるところを知らず、毎年鹿児島県合唱
祭に参加するほか、県内の小・中学校で合唱や音楽の楽しさ
を広げる活動として芸術鑑賞授業で演奏したり、市町村の周
年行事や文化祭・イベントへの出演、他団体への賛助など幅
広く演奏活動を行っている。

※前売・当日　共通料金
※親子券：一般１人と高校生以下１人
※未就学児は無料

一般　　　　1,000 円
高校生以下　        700 円
親子券　　　1,500 円

大口ふれあいセンター
伊佐市文化会館
伊佐市役所大口庁舎・菱刈庁舎
菱刈図書館
菱刈環境改善センター
いさのおんがくたい実行委員

チケット取扱入場料［全席自由］

【賛助出演】
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水道管の

！を冬じたく
凍結
対策

★  屋外のむき出しになっている水道管

★  家の北側など、あまり日の当らない場所にある蛇口

★  普段あまり使わない蛇口や空き家の水道等
　旅行等により、長い間家を留守にする場合や空き家に
なっているところは、あらかじめ止水栓（元栓）を止める
などの凍結対策をしましょう。

特に注意
が必要な

のは

水道管等の
凍結破損を

防ぐには

　屋外でむき出しになって
いる水道管や蛇口には、布
や市販の保温材（ホームセ
ンター等で販売）を巻いて
保温すると効果的です。

　就寝前に蛇口から水が糸を引く程度流して
おくと、水道管の中の水が動くことで凍りに
くくなります。流しておく
水はバケツ等に溜めて洗濯
等に使用すれば、水道料金
も気になりません。

　止水栓（元栓）を閉めて、水道管内部に
ある水を全部抜き、水道管を空にします。
水道管を空にしてしまえば、水はないので
凍結を防ぐことができます。
　　※水抜きをする時は一番低い場所に
　　　ある蛇口を開けましょう。

　メーターボックス内に保温材（布切れや発
泡スチロール）を入
れることで外気の侵
入を防ぎ、メーター
や止水栓（元栓）の
凍結を防ぐことがで
きます。

 水道管を保温する❶  水抜きをする❷ 

 チョロチョロ流しっぱなし❸ ❹  メーターボックス内

凍結で
水道管が破損
した場合は…

　止水栓（元栓）を閉めたのち、
水道修理業者（指定店）または水
道修繕センターに修理を依頼して
ください。
　・大口地区水道修繕センター

　　　　　　　☎㉓５３３３
　・菱刈地区水道修繕センター

　　　　　　　☎㉖２８７０

凍結した
場合は

　破損しないためには「蛇口をひね
らない」「熱湯を直接かけない」の
が原則です。破損の危険を最小限に
するためにも自然に溶けるのを待ち
ましょう。

　寒い冬がやってきます。気温が氷点下４℃以下になると水道管が凍結しやすくなり、
破損することがあります。寒波の到来前にご家庭の水道管等を点検し、凍結破損による
漏水事故を予防しましょう。また、あらかじめ水道メーターや止水栓（元栓）の位置を
　　　　　　　　　　確認しておきましょう。
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▶国の責任として約 3,400 億円の追加的な財政支援
　（公費拡充）を行います。

▶県と市町村がともに国民健康保険の保険者となり、
　それぞれの役割を担います。

安定的な財政運営や効率
的な事業の確保等の国保
運営に中心的な役割を担
います。

●国保運営方針（県内の統一 
　的な方針）を定め、市町村
　の事務効率化・標準化・広
　域化などを推進します。

問い合わせ先　市民課・税務課　☎㉓１３１１

▶平成 30 年度以降の更新から、新しい被保険者証
　等には、県名が表記されます。
　（伊佐市は８月）

国民健康保険制度が変わります
平成 30 年 4 月から

見直しの背景

1「年齢構成が高く医療費水準が高い」

2「所得水準が低く保険税（料）の負担が重い」

3「財政運営が不安定で赤字になっている保険者が多い」

現在、国保は３つ の構造的な課題を抱えています

　現在、国民健康保険制度（国保）はそれぞれの市町村が保険者となって運営していますが、
平成 30 年４月からはその運営に県も加わります。国保を将来にわたって守り続けるために、
県と市町村が共同で運営していきます。

この 10年で

国民医療費は　　 　　になりました。

団塊世代が全員75歳以上になる2025年には、

国民医療費の総額は　　　　　　　にもなる

見込みです。

1.3倍

61.8兆円

2005年

33.1兆円
42.3兆円

61.8兆円
（推計）

2015年 2025年

1.3倍

県が市町村ごとに
決定した国保事業
費納付金を納付

保険給付に必要な費用
を各市町村に支払う

（交付金の交付）

運営方針の策定
県内の統一的

方針

県

市町村

県

次の事務は今後も市が行います。

❶被保険者証等の発行、加入脱退の手続き
❷高額療養費やその他の保険給付に係る申請手続き
❸特定健診などの保健事業の実施
❹国民健康保険税の賦課・徴収　など

❶～❷に関すること（市民課健康保険係）
❸に関すること（市民課健康推進係）
❹に関すること（税務課市民税係・収納管理係）

国民健康保険の窓口は平成 30 年４月以降も
引き続き市役所です。

わからないこと、困ったことがあれば、ご相談ください。

市町村

下記記載の事務は今後も伊佐市が行います。

平成30年4月から、安定的な財政運営や効率的な事業の確保等
の国保運営に中心的な役割を担うことになります。

●国保運営方針（県内の統一的な方針）を定め、市町村の
事務効率化・標準化・広域化などを推進します。

平成30年度からの

県と市町村の役割

①被保険者証等の発行、加入脱退の手続き
②高額療養費やその他の保険給付に係る申請手続き
③特定健診などの保健事業の実施
④国民健康保険税の賦課・徴収 など

わからないこと、困ったことがあれば、ご相談ください。

伊佐市・鹿児島県

◎上記記載の①～②に関すること （市民課 健康保険係）
◎上記記載の③に関すること （市民課 健康推進係）
◎上記記載の④に関すること （税務課 市民税係・収納管理係）

【お問い合わせ先】伊佐市役所 ☎０９９５－２３－１３１１

県 市町村

の主な役割

県と市町村が共同で国保を運営します

見直しによる変更点

【国民医療費 10年ごとの推移】
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行政からのお知らせ

　地域における人と農地の問題を解決するための「未来の設計図」である、“人・農地プラン（平成
25 年 3 月作成・以後、毎年更新）” をさらに見直すための検討会を開催します。農業者の皆さんはご
参加ください。※山野・平出水・大口東・牛尾・大口地区は、11 月に実施済み。

○農地中間管理事業・収入保険制度・米政策の説明も行います。

プラン作成地区 期　日 時　間 会　場
 羽月 12 月    １日（金） 10：00 ～ 11：00   羽月地区公民館  ホール

 羽月西 12 月    ５日（火） 10：00 ～ 11：00   羽月西青少年センター
 曽木 12 月    ５日（火） 13：30 ～ 14：30   西太良地区コミュニティセンター  ホール
 針持 12 月    ７日（木） 10：00 ～ 11：00   針持青少年センター
 田中 12 月    ７日（木） 13：30 ～ 14：30   田中校区集会施設  多目的ホール

 湯之尾 12 月 12 日（火） 10：00 ～ 11：00   湯之尾校区集会施設  大和室
 菱刈 12 月 12 日（火） 13：30 ～ 14：30   菱刈環境改善センター  ２階会議室

 本城・南永 12 月 14 日（木） 10：00 ～ 11：00   本城校区集会施設  研修室

問い合わせ先　農政課農政第２係　☎㉓１３１１

人・農地プラン検討会

　市では、明るく元気なまちづくりと健全な青少年育成のために「伊佐さわやか
あいさつ運動」を進めています。運動推進のための標語を募集したところ、小・

中・高校生・一般から 200 点の応募があり、次の作品が入選しました。
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保育園・認定こども園・幼稚園

○引き続き入園する児童　　在園中の保育園・認定こども園・幼稚園
○新規の児童　　　　　　　こども課（大口庁舎）、地域総務課・教育委員会学校教育課（菱刈庁舎）、
　　　　　　　　　　　　　大口子育て支援センター（ｅ‐Ga なんちゅう）、
　　　　　　　　　　　　　菱刈子育て支援センター（まごし館）
※申込書等は、市ホームページからダウンロードもできます。
※本城幼稚園の申込書は学校教育課（菱刈庁舎）で配布します。

…
………………

◆申込書の配布場所（事前に入手してください。）

園名 場所・時間

 全ての保育園
※市外の保育園

を含む

こども課
（大口庁舎）
9 時～ 19 時

□保育園・保育所型認定こども園

□幼保連携型認定こども園・幼稚園

12 月 11 日（月）～ 22 日（金）

園名 場所・時間

大口幼稚園

幼稚園

区分 園名 所在地 定員 電話番号

保育園

 大口保育園 大口 60 ㉒ 8125

 大口里保育園 大口 60 ㉒ 2327

 明徳寺保育園 大口 70 ㉒ 6195

 山野保育園 山野 30 ㉒ 1476

 羽月保育園 羽月 90 ㉒ 6388

 あゆみ保育園 大口 60 ㉒ 5473

 みどり保育園 大口 140 ㉒ 2611
 ひまわり保育園
 （みどり分園） 大口 40 ㉓ 5560

 紅洋保育園 曽木 45 ㉕ 2155

 湯之尾保育園 湯之尾 40 ㉖ 0640

 本城保育園 本城 50 ㉖ 4161

 田中保育所 田中 60 ㉖ 1016

 大口幼稚園 大口 35 ㉒ 0450

 慈光保育園 菱刈 50 ㉖ 2145

区分 園名 所在地 定員 電話番号

認定
こども園
（教育）

 大口幼稚園 大口 55 ㉒ 0450

 慈光保育園 菱刈 5 ㉖ 2145

幼稚園  伊佐市立
 本城幼稚園 本城 60 ㉖ 0185

入園資格　保育 0 ～ 5 歳
※保護者が次の理由で家庭で保育ができない児童が対象
　就労 、妊娠・出産 、疾病・障がい 、介護 、
　災害復旧、求職活動 、就学・職業訓練（ （

入園資格　教育 3 ～ 5 歳

認定
こども園
（保育）

幼保連携型
認定こども園

８時 30 分 ～17 時 15 分

学校教育課
（菱刈庁舎）伊佐市立

本城幼稚園

大口幼稚園
９時～ 17 時

◆受付場所

◆受付期間 ※土日を除く

こども課子育て支援係　☎㉓１３１１問い合わせ先

詳しくは、求人情報をご覧にな
るか、ハローワーク大口へお問
い合わせください。
問い合わせ先
ハローワーク大口
　　　  ☎㉒ 8609

☆保育士・幼稚園教諭を募集

◆伊佐市の保育園・認定こども園・幼稚園の一覧

平成 30 年４月入園児の募集
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とれたて、美味しい伊佐米いかがですか

　10 月 21 日～ 22 日、市内の各直売所でとれたて
の新米を販売する「新米まつり」が開催されました。
各所で新米おにぎり・豚汁・しし汁のふるまい等が
行われ、買い物客で賑わっていました。
　28 日～ 29 日には鹿児島市ドルフィンポートに
て同イベントが開催され、新米のほか、特産品販売
や抽選会が行われました。台風 22 号の影響が心配
されましたが、各地から伊佐米を求めて大勢の買い
物客が訪れ、大盛況のうちに終了しました。

　11 月 11 日～ 12 日、菱刈農村公園で「2017 伊佐ふるさとまつり」が開催されました。
　 　新鮮な地元農産物や加工品・軽食販売のほか、

ステージショーや抽選会・体験イベント等も行わ
れ、多くの来場者で賑わっていました。
　12 日にはおいしい伊佐米ナンバーワン決定戦

「こめわんグランプリ」が開催されました。食味
分析による一次審査を勝ち抜いた上位５人のお米
を炊いたご飯を来場者が試食・投票した結果、赤
迫竜美さん（前目）が優勝されました。
　また、今回のイベントで集まった募金は南三陸
町・甲佐町・喜界町の復興義援金として各地に送
られます。

イベント盛り沢山　秋の収穫祭

伊佐ならでは

砂金すくい
サイコロ振って

伊佐米ゲット
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　11 月 9 日～ 15 日の秋季全国火災予防運
動にあわせ、市内の園児による幼年消防クラ
ブが防火セレモニーとパレードを行いました。

（表紙）
　大口ふれあいセンター前では、マーチング
の披露や防火の誓いといったセレモニーが行
われました。その後のパレードでは元気よく
まちを歩き、各スーパー前でティッシュ等を
配って「火の用心」を呼びかけました。

　10 月 28 日、伊佐市商工会前駐車場で第
3 回昭和屋台村が開催されました。市内から
14 店舗が出店し、カレーやラーメン、ピザ、
焼き菓子等が販売されました。
　飲食スペースの正面ではカラオケ、舞踊、
太鼓等のステージショーが行われ、来場者は
大いに盛り上がっていました。

　羽月西小学校の児童が毎年行っている「干
し柿作り」が今年も行われました。
　子どもたちは何度か経験しているからか、
慣れた手つきで次々と皮をむいていました。
地域住民やＪＡ女性部の皆さんも一緒に作業
され、むいた渋柿は 1,500 個ほど。
　その後は同時作業で柿を紐に付け、熱湯消
毒したのち、校舎と体育館をつなぐ渡り廊下
に吊るします。ちょうど１か月後には甘い干
し柿ができあがるそうです。
　できあがった干し柿は丁寧に梱包され、子
どもたちのメッセージとともに南三陸町へ届
けられます。

「火の用心お願いします」屋台村で賑やかな夜

南三陸町の皆さんへ
プレゼント

伊佐の魅力を発信し隊
た い

　11 月１日、伊佐市ＰＲレディ・ボーイと
伊佐ふるさと大使の委嘱状交付式がありまし
た。
　今回、新たに伊佐ふるさと応援大使となっ
た齊木由香さんは、現在、主に和室での所作・
着物の着付け指導を行い、各メディアにも多
数出演されています。
　齊木さんは、「伊佐市の豊かな自然を大切
にしながら、ともに日本文化を世界へ伝える
活動を行っていきたいと思います」と抱負を
述べられました。
　ＰＲレディ・ボーイのお二人は市内外のイ
ベントやテレビ・新聞・ラジオ等を通して伊
佐の魅力を発信していきます。
＜写真左から＞
蓑茂佑太朗さん（伊佐市役所）
土師瑞紀さん（伊佐市役所）
齊木由香さん（和文化研究家・日本礼法教授）



ISA City Public Relations  2017.12.01　　14

ISA City Topics

　長年にわたり郵便事業や地域活性化等に尽
力した功績が認められ、受章されました。　
　瑞宝双光章　奧薗昭人さん（堂崎）

　長年にわたり文化財の保護及び活用に尽力
し、地域文化の振興に貢献された功績が認め
られ、表彰されました。
　東哲郎さん（元町実業）

　長年にわたりスポーツ・レクリエーション
の普及振興に尽力された功績等が認められ、
表彰されました。「生涯スポーツ優良団体」
　伊佐市レクリエーション協会

　長年にわたり生活学校運動に尽力された功
績が認められ、受賞されました。
　「あしたの日本を創る運動推進功労者」
　長山ミヱ子さん（平出水中央）

高齢者叙勲鹿児島県文化財功労者表彰

おめでとうございます
文部科学大臣表彰内閣官房長官賞

　組織運営にすぐれ、児童の健全な育成を図
るため充実した活動を続けられた功績が認め
られ、表彰されました。
　伊佐市立大口小学校ＰＴＡ

第 62 回日本ＰＴＡ九州ブロック
研究大会団体表彰

　2020 年に鹿児島県で開催される「燃ゆる感動
かごしま国体」。伊佐市はカヌー競技の会場とな
っており、実行委員会設立総会が 10 月 31 日に
行われました。
　今後、かごしま国体の開催に向けて、地域一体
となって準備や協議を行っていきます。

2020 年に向けて実行委員会設立
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
㉓
１
３
１
１

は
で
き
る
だ
け
空
の
状
態
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
誤
っ
て
蛇

口
を
触
っ
て
お
湯
が
出
て
火
傷

を
し
た
事
故
な
ど
も
多
く
、
浴

室
は
子
ど
も
に
と
っ
て
危
険
な

場
所
で
す
。
ド
ア
は
必
ず
閉
め

て
お
き
、
子
ど
も
が
近
付
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
の
手
の
届
く
所
に
物

　

を
置
か
な
い
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
特
に
手
に
触
れ

た
物
を
何
で
も
口
に
運
び
ま
す
。

そ
の
た
め
、
誤
っ
て
た
ば
こ
を

食
べ
た
り
、
大
人
の
薬
や
お
も

ち
ゃ
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
防

ぐ
た
め
に
危
な
い
物
は
手
の
届

か
な
い
場
所
に
片
づ
け
、
小
さ

い
物
が
落
ち
て
い
な
い
か
掃
除

機
を
か
け
て
最
終
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
た
ば
こ
は
煙
よ

り
も
吸
殻
の
方
が
有
害
だ
と
言

わ
れ
、
ニ
コ
チ
ン
の
吸
収
も
大

人
よ
り
早
い
で
す
。
空
き
缶
な

ど
に
吸
殻
を
捨
て
る
と
、
子
ど

も
が
ジ
ュ
ー
ス
と
間
違
っ
て
飲

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
（
平

成
25
年
）
に
よ
る
と
、
子
ど

も
の
事
故
は
住
宅
で
発
生
し

や
す
く
、
特
に
不
慮
の
事
故

に
よ
っ
て
毎
年
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
命
を
落
と
し
て
い

ま
す
。
例
と
し
て
は
誤
っ
て

異
物
を
口
に
入
れ
、
の
ど
に
詰

ま
ら
せ
て
し
ま
う
窒
息
の
ほ
か
、

交
通
事
故
や
溺
れ
る
事
故
等
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
事
故
は
周
囲
の

大
人
が
身
の
回
り
の
環
境
に

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
を
払
い
、

対
策
を
立
て
る
こ
と
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
特
に
大
人
の

配
慮
が
必
要
な
0
～
3
歳
く
ら

い
ま
で
の
子
ど
も
の
事
故
防
止

対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
ト
イ
レ
・
浴
室
の
ド
ア
は
必

　

ず
閉
め
、
浴
槽
の
水
は
抜
く
。

　

子
ど
も
が
浴
槽
や
ト
イ
レ
を

の
ぞ
き
込
ん
で
転
落
し
、
溺
れ

る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
水
深
10 

cm
で
も
溺

れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
浴
槽

む
可
能
性
が
あ
る
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
は
必
ず
手
を
つ
な
い
で
子
ど
も
を
歩
道
側
に
し
、
外

　

遊
び
の
と
き
は
目
を
離
さ
な
い
。

　

子
ど
も
は
動
く
物
を
追
っ
た
り
、
興
味
が
あ
る
方
向
へ
走
り

だ
し
た
り
す
る
た
め
、
道
路
に
は
た
く
さ
ん
の
危
険
が
潜
ん
で

い
ま
す
。
外
出
時
は
必
ず
大
人
が
手
を
つ
な
ぎ
、
子
ど
も
が
歩

道
側
を
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
外
遊
び
を
す
る
時

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
操
作
し
な
が
ら
の
見
守
り
は
し
な
い

よ
う
に
し
、
飛
び
出
し
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
人
が
気
を
付
け
る
こ
と
で
防
げ
る
事
故
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
対
策
が
必
要
な
の
か
理
解
す
る
こ
と
が

事
故
防
止
の
第
一
歩
で
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
気
を
つ
け
て

い
て
も
子
ど
も
が
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

当
番
医
の
確
認
を
し
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。
夜
間
や

日
曜
祝
日
、
年
末
年
始
に
急

な
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き

に
相
談
で
き
る
鹿
児
島
県
小

児
救
急
電
話
相
談
も
あ
り
ま

す
。
困
っ
た
時
は
ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
ず
、
誰
か
に
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
安
心
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
子
ど
も
の
事
故
に
つ

い
て
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

防ごう！子どもの事故

　　相談対応時間
月曜日～土曜日 19 時～翌朝 8 時

日・祝日・年末年始
（12/29 ～ 1/3） 8 時～翌朝 8 時

＃8000
鹿児島県小児救急電話相談

（15 歳未満の子ども）
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南三陸だより
Vol. 68

　

レ シ ピ

ねったぼ

〈作り方〉　
①唐芋は皮をむき、乱切りにしてアク抜き
　した後、約 15 分蒸す。
②①に餅をのせ、やわらかくなるまでさら
　に蒸す。
③②をすり鉢に移し、熱いうちにすりこぎ
　で突く。
④きな粉に砂糖、塩を入れて混ぜ合わせる。
⑤③を適当な大きさに丸めて④をまぶす。

生
Vol.86

「懐かしいさつまいものお餅」

〈材　料〉（10 個分）
唐芋（さつまいも）　　   600g
餅　　　　　　　　　　400g
きな粉　　　　　　　　50g
砂糖　　　　　　　　　50g
塩　　　　　　　　　　少々

　

お
世
話
様
で
す
（
宮
城
県
で

「
お
疲
れ
様
で
す
」
の
意
）。

　

こ
ち
ら
で
は
朝
晩
の
冷
え
込

み
も
１
ケ
タ
台
の
温
度
と
な
り

ま
し
た
。
東
北
の
厳
し
い
冬
が

間
近
に
迫
っ
て
き
て
お
り
、
冬

タ
イ
ヤ
に
変
え
る
な
ど
冬
支
度

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
時
期
に
な
る
と

私
た
ち
の
宿
舎
が
あ
る
登
米
市

の
空
に
は
Ｖ
字
に
編
隊
を
組
ん

で
飛
ぶ
鳥
の
姿
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
去
年
ま
で
は
凄
い

な
ぁ
と
見
る
だ
け
で
し
た
が
、

よ
く
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
そ

の
鳥
は
小
学
生
の
頃
に
学
ん
だ

こ
と
の
あ
る
『
大
造
じ
い
さ
ん

と
ガ
ン
』
に
登
場
し
て
い
た

『
雁が
ん

』
で
し
た
。

　

宮
城
県
で
は
、
冬
に
な
る
と

飛
来
し
た
多
く
の
鳥
た
ち
が
冬

を
越
す
そ
う
で
す
。
特
に
雁
に

関
し
て
は
、
約
８
割
が
宮
城
県

北
部
（
私
た
ち
の
宿
舎
が
あ
る

地
域
）
の
平
野
で
越
冬
す
る
そ

う
で
す
。
飛
来
す
る
数
が
多
い

こ
と
か
ら
、
宮
城
県
の
県
鳥
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
北
の
冬
を
告
げ

る
こ
の
風
物
詩
を
懐
か
し
い
気

持
ち
で
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

派
遣
の
任
期
も
残
り
半
年
を

切
り
ま
し
た
が
、
東
北
で
し
か

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
よ

う
な
風
景
や
体
験
な
ど
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
託
さ
れ
て
い
る

復
興
業
務
に
引
き
続
き
努
め
て

い
き
ま
す
。　
　
（
前
田
祐
太
）

ね
っ
た
ぼ
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　あつい夏の日、女の子
のサラとブタのぬいぐる
みピンキー・ブルマーは、
雪にとざされたヒマラヤ
山脈へ出かけました。と
ころが、ピンキーが雪男
の落とし穴にはまってし
まって…。
　所蔵館：両館

　下級武士の家に生
まれ、貧しいながら
も家族や友に恵まれ
て育ち…。激動の幕
末を駆け抜け、新た
な時代をつくった西
郷隆盛の生涯を描く。
　所蔵館：両館

西郷どん！（前・後編）　 林真理子

（出版：講談社）

一  般

（出版：KADOKAWA）

サラとピンキー  ヒマラヤへ行く　富安陽子

【　児　童　】 所蔵館
じょやのかね とうごうなりさ 両館
カランポーのオオカミ王 ウィリアム・グリル 両館

【　一　般　】 所蔵館
ヴェネツィア便り 北村薫 両館
さくら、うるわし 長野まゆみ 両館

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　12 月 12 日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
クリスマスおはなし会
日　時　12 月 16 日（土）10:00 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本や紙
　　　　芝居の読み聞かせ
クリスマス親子ふれあい映画会＆おはなし会
日　時　12 月 23 日（土）　10:00 ～ 11:00
場　所　菱刈図書館
内　容　DVD 映画「すてきなコンサート」上映、図書館ボラ
　　　　ンティア「おはなしミッケ！」による手作り大型紙芝
　　　　居の読み聞かせ

○

【12 月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 3024
31

図書館
キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

秋のとしょかんまつり

【図書館へ献本】
岸崎　耕さん　　（鳥取県）
前田　忠亮さん　（伊佐市）

○
○

○
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
㉓
２
３
７
７

　

10
月
29
日
（
日
）
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
社
会
福
祉
大
会
に
お

い
て
、「
認
知
症
支
援
の
会
オ
レ
ン
ジ

の
わ
」
が
、
活
動
内
容
の
パ
ネ
ル
展
示

や
チ
ラ
シ
の
配
布
、
来
訪
者
か
ら
話
を

伺
っ
た
り
、
認
知
症
に
対
す
る
普
及
・

啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

認
知
症
支
援
の
会
オ
レ
ン
ジ
の
わ　

活
動
紹
介

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

12
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ

　

ン
ト
忠
元

　

こ
の
会
は
、
毎
月
第
３
木
曜
日
14
時

か
ら
２
時
間
程
度
、
大
口
元
気
こ
こ
ろ

館
で
活
動
し
て
い
る
自
主
グ
ル
ー
プ
で

す
。
毎
月
20
人
前
後
が
参
加
し
、
認
知

症
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
地
域
の
サ
ロ

ン
等
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

て
い
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
関
心
が

あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
以
前
、
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し

て
い
る
方
々
が
参
加
さ
れ
、
回
数
を
重

ね
る
ご
と
に
「
こ
の
会
で
話
を
聴
い
て

も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」「
出
て
き
た
ら

救
わ
れ
る
。
ス
カ
ッ
と
す
る
。
自
分
を

取
り
戻
せ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
、

表
情
も
明
る
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
一
度
参
加
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

年
末
年
始
は
、
物
流
や
住
民
の
活
動

が
活
発
化
し
、
事
件
・
事
故
が
多
発
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

伊
佐
警
察
署
で
は
、
自
治
体
や
関
係

機
関
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

連
携
・
協
働
し
て
、
こ
れ
ら
の
発
生
を

抑
止
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
が
安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
パ
ト
ロ
ー

ル
や
警
戒
活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

実
施
期
間

　

12
月
10
日
（
日
）
～

平
成
30
年
１
月
10
日
（
水
）

活
動
の
重
点

◎
犯
罪
の
未
然
防
止

◎
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止
及

　

び
高
齢
者
の
安
全
対
策

◎
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
、
飲
酒
運
転

　

の
根
絶
及
び
暴
走
族
の
取
締
り

◎
雑
踏
事
故
の
防
止

◎
テ
ロ
の
未
然
防
止
及
び
不
法
滞
在
者

　

対
策

主
な
取
組
み

○
う
そ
電
話
詐
欺
、
金
融
機
関
強
盗
な

　

ど
の
未
然
防
止
に
向
け
た
金
融
機
関

　

及
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
Ａ

　

Ｔ
Ｍ
設
置
箇
所
に
対
す
る
警
戒
の
強

　

化
○
性
犯
罪
や
声
か
け
事
案
な
ど
性
的
犯

　

罪
前
兆
事
案
に
対
す
る
警
戒
強
化

○
飲
酒
運
転
な
ど
悪
質
・
危
険
・
迷
惑

　

性
の
高
い
交
通
違
反
に
対
す
る
交
通

　

指
導
・
取
締
り
の
強
化

○
暴
走
族
な
ど
無
謀
運
転
の
取
締
り
強

　

化
○
商
業
施
設
な
ど
の
人
が
集
ま
る
場
所

　

に
対
す
る
警
戒
強
化

　

事
件
・
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
制
服
警
察
官
に
よ
る
主
要
交
差
点

等
で
の
街
頭
監
視
や
徒
歩
で
の
警
戒
、

パ
ト
カ
ー
に
よ
る
警
戒
、
金
融
機
関
等

に
対
す
る
立
ち
寄
り
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

年
末
年
始
に
お
け
る
特
別
警
戒
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広告

４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
!!

平
成
29
年
度
狩
猟
免
許
試
験

試
験
日
時　

平
成
30
年
１
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

９
時
～（
８
時
30
分
受
付
開
始
）

試
験
会
場　

県
庁
講
堂

講
習
会
日
時　

平
成
30
年
１
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
～（
９
時
30
分
受
付
開
始
）

講
習
会
場　

宝
山
ホ
ー
ル

申
請
受
付
期
間

　

12
月
11
日
（
月
）
～
平
成
30
年
１
月
12
日

（
金
）

※
申
請
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

猟
友
会
伊
佐
支
部　
　
　
　

☎
㉒
８
１
４
１

林
務
課
鳥
獣
対
策
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

次
の
日
程
で
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日　
　

程

▽
12
月
15
日
（
金
）
伊
佐
市
役
所
菱
刈
庁
舎

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

12
時
45
分
～
14
時

▽
12
月
26
日
（
火
）
伊
佐
市
役
所
大
口
庁
舎

　

９
時
15
分
～
11
時
30
分

　

12
時
45
分
～
14
時

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
健
康
推
進
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

次
の
医
療
費
助
成
金
は
、12
月
18
日
（
月
）

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
平
成
30
年
1
月
支
給
分

　

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金

　

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
金

○
平
成
29
年
12
月
支
給
分

　

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金

問
い
合
わ
せ
先

広告

12
月
の
伊
佐
自
然
体
験
活
動

　
「
そ
ば
打
ち
」
を
体
験
し
て
み
よ
う
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

日　
　

時　

12
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
～
13
時

　
　
　
　
　

受
付
９
時
30
分
～
９
時
50
分

場　
　

所　

大
口
里
保
育
園

対
象
者　

未
就
学
児
～
中
学
生
と
そ
の
保

　
　
　
　
　

護
者

定　
　

員　

先
着
40
人

準
備
す
る
物　

タ
オ
ル
、
三
角
巾
、
飲
み
物

申
込
方
法　

９
時
以
降
に
電
話
で
申
し
込
ん

　
　
　
　
　

で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
10
日
（
日
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

医
療
費
助
成
金　

12
月
の
申
請
締
切

日
変
更
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

障
害
者
週
間

　

12
月
3
日
～
9
日
は「
障
害
者
週
間
」で
す
。

　

こ
れ
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
障
が
い
者

の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
障
が
い
者
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
週
間
で
す
。

　

伊
佐
市
身
体
障
害
者
協
会
で
は
街
頭
で
の

広
報
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
障
が
い
者
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

募　
　

集

　

乳
幼
児
健
康
診
査
や
離
乳
食
教
室
等
で
栄

養
指
導
の
業
務
を
行
う
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
資
格　

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士

勤
務
日
数　

月
３
～
５
日

※
業
務
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

仕
事
内
容

　

4
か
月
児
健
診
、
11
か
月
児
育
児
相
談
、

1
歳
6
か
月
児
健
診
、
育
児
相
談
、
離
乳
食

教
室
時
の
栄
養
相
談
等

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
㉓
１
３
１
１

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
の
有
資
格
者

募
集

福
祉
課
障
が
い
者
支
援
係
・
こ
ど
も
課
子
育

て
支
援
係　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１
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伊佐市からのお知らせ

家
屋
調
査
に
つ
い
て

移
動
援
護
相
談
の
開
設

　

固
定
資
産
税
係
で
は
平
成
29
年
１
月
２
日

か
ら
平
成
30
年
１
月
１
日
に
完
成
ま
た
は
完

成
予
定
の
新
築
・
増
築
の
家
屋
や
取
り
壊
さ

れ
た
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
新
築
・
増
築
家
屋

　

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
居
前
・
家
具

　

戦
傷
病
者
や
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
す

る
援
護
や
軍
人
恩
給
に
関
す
る
疑
問
等
に
つ

い
て
、
県
庁
社
会
福
祉
課
の
職
員
が
直
接
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日　
　

時　

12
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　

11
時
～
14
時
30
分

会　
　

場　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

相
談
内
容

○
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

○
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

○
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

○
援
護
年
金

○
旧
軍
人
の
恩
給
や
扶
助
料

広告

大
口
明
光
学
園

学
校
ク
リ
ス
マ
ス
＆
学
校
説
明
会

日　
　

時　

12
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　

９
時
～
12
時
30
分

対　
　

象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

場　
　

所　

大
口
明
光
学
園
体
育
館

内　
　

容

○
ク
リ
ス
マ
ス
の
聖
劇
、
吹
奏
楽
演
奏
な
ど

○
学
校
説
明
会（
希
望
者
の
み
11
時
30
分
～
）

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

☎
㉒
０
６
０
９

w
w

w
.okuchim

eiko.ac.jp

広告

○
そ
の
他
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

そ
の
他

○
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

○
相
談
に
関
す
る
資
料
を
お
持
ち
の
人
は
、

　

当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
恩
給
係

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
８
２
８

等
の
搬
入
前
の
調
査
を
希
望
す
る
人
は
、
日

程
調
整
を
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
家
屋
の
取
り
壊
し

　

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
居
住
用
家
屋
に
つ
い
て
は
、
宅

地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
取
り
壊
し
た
こ
と
で
建
物

の
税
金
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
軽
減
措
置
が

な
く
な
り
土
地
の
税
金
が
上
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係　
　

☎
㉓
１
３
１
１

地
域
医
療
に
つ
い
て
語
ろ
う

　

国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、

第
16
回
市
民
懇
話
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
地
域
医
療
や
国
保
水
俣
市
立
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
に
ご
意
見
の
あ
る
人
、
過
去
の

懇
話
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
、
ど
な
た

で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

日　
　

時　

12
月
2
日
（
土
）
開
場
13
時

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
（
予
定
）

場　
　

所

　

国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
西
館

６
階
講
義
室（
水
俣
市
天
神
町
１
―
２
―
１
）

基
調
講
話　

丸
山
院
長
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

国
保
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

☎
０
９
６
６
・
６
３
・
２
１
０
１

対　象
　平成９（1997）年４月２日から
平成 10（1998）年４月１日生まれ
の伊佐市内居住者及び市外に転出し
ている伊佐市出身者

日　時　平成 30 年１月３日（水）
　　　　13 時～（12 時受付開始）

場　所　伊佐市文化会館

問　社会教育課社会教育係　☎㉖１５５４

伊
佐
市

「
成
人
式
」

新
成
人
の
晴
れ
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
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広告

（
10
月
２
日
～
10
月
31
日
受
付
分
）

岩
下　

莉り
の乃
（
好
将
・
萌
香
／
小
川
添
）

末
永　

莉り
な奈
（
信
行
・
静
香
／
元
町
実
業
）

田
﨑　

凪な
ぎ

（
祐
樹
・
美
幸
／
堺
町
）

田
畑　

伊い
お
り織
（
大
樹
・
奈
緒
／
花
北
下
）

新
原　

未み
り莉
（
圭
市
郎
・
亜
瑞
美
／
田
中
中
）

福
留　

結む
ぎ來
（
峻
・
美
鈴
／
上
町
）

二
渡　

絵え

り

な
梨
奈
（
直
規
・
麻
衣
子
／
田
中
上
）

本
田　

心こ
は
る遥
（
翔
汰
・
恵
莉
／
下
市
山
）

松
山　

和か
ず
ま真
（
昌
樹
・
聖
姫
／
里
町
）

桃
木　

亨
き
ょ
う
す
け輔
（
貴
正
・
佳
実
／
永
尾
）

山
口　

美み
お緒
（
紘
平
・
渚
／
山
田
中
原
）

山
元　

晴せ
い
た太

（
敬
太
郎
・
矢
佳
／
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

吉
本　

悠ゆ
う
り莉

（
志
求
真
・
茜
／
湯
之
尾
団
地
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

（
10
月
２
日
～
10
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

網
屋　

サ
チ
子　
　

89
（
下
元
町
）

石
橋　

則
昭　
　
　

79
（
大
田
）

大
岩　

三
男　
　
　

85
（
木
崎
）

小
田
原　

妙
子　
　

91
（
一
の
山
）

仮
屋
崎　

サ
ミ
子　

89
（
木
ノ
氏
）

鈴
東　

フ
ミ　
　
　

100
（
里
町
）

平
田　

ツ
ヨ
子　
　

94
（
高
校
西
）

堀
尾　

悠
馬　
　
　

0
（
西
原
）

山
野
地
区

井
立
田　

東　
　
　

98
（
小
木
原
下
）

門
脇　

紘
一　
　
　

78
（
荒
平
）

田
中　

イ
チ
子　
　

85
（
小
木
原
東
）

松
元　

隆　
　
　
　

83
（
下
之
馬
場
）

羽
月
地
区

一
ノ
宮　

一
正　
　

81
（
鳥
巣
上
）

今
村　

佳
代
子　
　

62
（
堂
崎
）

駒
走　

紀
久　
　
　

86
（
金
波
田
）

溝
口　

泉　
　
　
　

90
（
白
木
）

西
太
良
地
区

浦
崎　

君
子　
　
　

86
（
屋
敷
段
）

髙
倉　

ア
キ
ノ　
　

104
（
中
央
）

福
山　

シ
ヅ
ノ　
　

85
（
諏
訪
）

山
下　

ユ
イ　
　
　

92
（
諏
訪
）

菱
刈
地
区

清
水　

由
利
子　
　

87
（
花
北
上
）

竹
下　

フ
ヂ　
　
　

96
（
猶
原
）

竹
本　

ヱ
ミ
子　
　

78
（
啓
明
園
）

中
野　

ツ
ル
ノ　
　

93
（
下
名
）

西
園　

ミ
ツ
子　
　

84
（
重
留
東
）

原
之
下　

キ
ク
ノ　

106
（
花
北
下
）

森
田　

ト
ミ
子　
　

91
（
東
市
山
）

安
留　

茂　
　
　
　

68
（
鵜
泊
）

本
城
地
区

木
場　

信
彦　
　
　

80
（
荒
田
下
）

中
園　

俊
孝　
　
　

85
（
下
荒
田
）

平
嶺　

昭
二
郎　
　

82
（
荒
瀬
）

藤
川　

國
男　
　
　

75
（
岩
坪
）

　

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
11月活動

○曽木小学校
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人口のうごき

H29.11. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

11
月
1
日
か
ら
新
た
に
「
伊
佐
ふ
る
さ
と
応

援
大
使
」
と
な
っ
た
齊
木
由
香
さ
ん
（
13
ペ
ー

ジ
「
ま
ち
の
話
題
」
掲
載
）。
現
在
は
主
に
和
文
化

を
広
め
る
た
め
の
活
動
や
着
付
け
指
導
な
ど
を

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
過
去
に
は
タ
レ
ン

ト
と
し
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
出
演
さ
れ
た
こ
と

も
。
委
嘱
状
交
付
式
当
日
に
は
美
し
い
着
物
姿

で
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
話
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
気
さ
く
で
素
敵

な
方
で
し
た
。
私
も
齊
木
さ
ん
の
よ
う
な
大
和

撫
子
に
な
り
た
い
！
…
夢
の
ま
た
夢
で
す（
泣
）

今
回
で
伊
佐
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
は
、
伊
佐

ふ
る
さ
と
会
会
長
を
含
め
12
人
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
伊
佐
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

け
る
よ
う
大
使
と
新
規
Ｐ
Ｒ
レ
デ
ィ
・
ボ
ー
イ

の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
残
り
１
か
月
で
す
。
最
近
は

伊
佐
ら
し
く
と
て
も
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

こ
の
時
期
は
忙
し
く
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も

お
体
に
は
気
を
付
け
、
素
敵
な
年
末
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

総人口　26,643 人　  （－       27）
　男　　12,377 人　  （－            6）
　女　　14,266 人　  （－       21）
世帯数　13,630 世帯  （－            3）
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　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプレゼ
　ントが当たります。当選者の
　発表は商品の発送をもってか
　えさせていただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

１
月
号
のプレ

ゼ
ン
ト

（特産協会提供）

女
性
消
防
団
員
の
方
が
活
躍
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
母
と
し
て
、
妻
と
し
て
、

あ
る
い
は
嫁
で
あ
っ
た
り
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
団

員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
は
、
す
ご

い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

女
性
だ
か
ら
こ
そ
目
に
付
く
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。
柔
軟
な
心
で
お
年
寄
り
に
も

接
し
て
あ
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

安
全
活
動
ご
く
ろ
う
様
で
す
。

（
本
城　

ほ
か
さ
ん
と
い
て　

60
代
）

地
元
で
開
催
さ
れ
た
美
愛
さ
ん
（
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
等
で
は
よ
く
お
聴
き
し

て
い
ま
し
た
が
、
生
演
奏
で
の
歌
声
は
迫
力
も
あ

り
、
す
て
き
な
歌
声
で
感
動
、
地
元
な
ら
で
は
の

ト
ー
ク
で
会
場
も
盛
り
上
が
り
、
人
生
初
の
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
元
歌
姫
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
（
羽
月　

曽
木
乃
滝
男　

50
代
）

　

今
年
3
月
に
公
演
を
し
た「
チ
ー
ム
ち
む
ど
ん
」

が
12
月
24
日
（
日
）
に
再
び
伊
佐
市
文
化
会
館
で

公
演
を
行
い
ま
す
。
伊
佐
の
偉
人
で
あ
る
新
納
忠

元
を
題
材
に
し
た
舞
台
で
、
市
内
の
小
中
高
校
生

に
よ
り
演
じ
ら
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
「
一
生
懸
命

は
か
っ
こ
い
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
す
る
子
ど

も
た
ち
の
「
や
る
気
・
想
い
・
感
動
」
を
是
非
会

場
で
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
！
ク
リ

ス
マ
ス
・
イ
ブ
は
文
化
会
館
へ
！

（
曽
木　

む
さ
し
ど
ん　

10
代
）

　

ほ
か
さ
ん
と
い
て
さ
ん
、
ご
愛
読
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
安
心
安
全

な
暮
ら
し
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
私
た
ち
に
出

来
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

伊佐黄金米
小北農場の

（２kg）




